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■司　　会　副 SAA　五十嵐　正
■開会点鐘　会　長　北澤　正浩
■出席報告

■オンライン出席者
岡田、二宮麻理子、佐藤真吾、佐藤利明
■本日の欠席者
市川、福村
■会長報告
　皆様、こんにちは。立春も過ぎましたが、以
前と寒い日が続いております。天気予報では明
日の朝から土曜日にかけて雪が降る予報もござ
います。雪の対策を本日には行い、積雪がある
場合には外出をお控えいただくことをお勧めい
たします。
　さて、北京オリンピックが開幕されました。
盛大な開会式にはとても驚きました。しかし世
界ではウクライナの問題や周辺国の動向を考え
ると「平和の祭典」というオリンピックを私は
あまり素直に楽しめる気がしません。政治的な
意図を深読み過ぎるせいかもしれませんが、心
の奥でどこか引っかかるものがあります。
　しかし、オリンピックの主役はもちろん選手

たちです。どこで開催されようとも、４年に１
度の権威あるスポーツの祭典に、アスリートと
しての人生をかけて集い、競い合う選手たちの
姿にエールを送りたいと思います。
　報告事項です。先週の例会終了後に理事会を
開催いたしましたので報告いたします。
　吉原名誉会員より 100 万円のご寄付をいただ
きました。吉原名誉会員には長年、クラブに貢
献していただき、さらにご寄付までいただきま
したので、クラブより感謝状を贈ることを決定
いたしました。
　入会希望者の東谷 充様の入会を理事会で承認
いたしました。皆様には入会見込み者の通知が
届きますので、意義がある方は 7 日以内にお申
し出ください。
■幹事報告
１）例会臨時変更のお知らせ
〇横浜緑ロータリークラブ
　２月 23 日㈬　休会（定款第７条第１節による）
■ニコニコ BOX
安藤　公一／①北沢会長、本日の ZOOM の講義、
宜しくお願いします。②北京冬季五輪が始まり
ました。日本選手の皆様の活躍を楽しみにして
います。
新川　　尚／北沢会長、本日の卓話宜しくお願
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いします。
田川　富男／ ZOOM が絆を強くすることが出
来るアイテムになる事を期待しております。
五十嵐　正／北沢会長、本日のオンライン例会
セミナー宜しくお願いします。
■卓話「オンライン例会のメリット・デメリッ
トについて」　　　　　　　　　　　北沢会長
　本日の卓話はオンライン例会についてお話し
させていただきます。当初の予定では、オンラ
イン例会で使用する Zoom というアプリケー
ションの使い方講習という形式を予定していた
のですが、皆様はほとんど Zoom の導入と使用
についてすでに理解されているようなので、急
遽オンライン例会の良い部分と問題になるであ
ろう部分について、私なりにまとめましたので
お聞きください。Zoom の使用方法については、
もしご質問があるようでしたら、直接私に言っ
ていただければ対処いたしますので、ご遠慮な
くお申し出ください。
◎なぜオンライン例会が必要か？
当クラブでは、新型コロナウイルス感染症対策
として、例会数の制限や中止を行ってきました。
クラブ内で感染者を出さない効果はあったもの
の、クラブの活動が制限され、ロータリーの目
的が果たせなくなり、多くの退会者も出てしま
いました。
他クラブでは早くからオンラインでの例会参加
を取入れ、クラブの活動を継続しており、当ク
ラブも遅ればせながら導入いたしました。
定着には時間がかかりますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。
◎オンライン例会のプラス面
・会場に来なくてもどこでも例会に参加できる。
⇒出席率がアップする。
・非常事態宣言等、会合が禁止された場合でも
例会を開催できる。
⇒クラブが持続できる。
・外部卓話者を会場によばなくても卓話ができ
る。
⇒外部卓話の依頼する範囲が広がる。

・ロータリーへの参加が容易になる。
⇒入会者が増える。
◎オンライン例会のマイナス面
・例会場に来なくなる。
⇒例会場が寂しくなる。
・ニコニコでの収益が減る。
⇒クラブの財政が厳しくなる。
・コミュニケーションが図りずらい。
⇒ロータリーの魅力である親睦が難しくなる。
以下、スライドを使用
◎特にコミュニケーションの低下は大きな問題
互いの考えや気持ち、価値観を伝えることが画
面上では難しい。
実際に会うことに比べると、画像と音声だけで
は、お互いの理解を深めることや信頼関係の構
築が難しくなる。
ロータリーの魅力である親睦が図れなくなって
いる。
◎打開策の提案
・聞き手に徹することなく積極的に発言をする。
⇒例会で発言できる機会を増やし、参加意識を
高める。
・参加者の雰囲気や表情を伝えやすくする。
⇒表情を豊かに。相槌を打つ等のジェスチャー
は必要。
・オンラインであるからこその利点を生かす。
⇒どこにいても参加できる。例えば自身の職場・
家庭の紹介や旅行先での中継を例会で流す。
・なるべく例会場で出席する。
⇒どんなにオンラインの工夫をしても、直接会
うことには敵わない。
◎今後の環境改善点（よりよいオンライン例会
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の為に）
・通信状況の改善
⇒不安定な通信状況を改善する為に高速回線を
契約済み。
Wifi を構築し、今後は自分の回線を使わずに繋
がる。
・音声の改善
⇒音声が聞き取りづらいとの意見があるのでマ
イク等の調整や増設を検討する。
・映像の改善
⇒現状はカメラ 2 台で映像に変化が乏しい。カ
メラを増やして、より臨場感を出す為にアング
ルの調整、カメラの増設を検討する。
・設営の改善
⇒機材設営が複雑なので簡素化が必要。設営を
できる人を増やすことにより安定したオンライ
ン例会が可能になる。
◎アフターコロナ後のオンライン例会
現在はコロナ対策としてオンライン例会参加を
推奨しているが、コロナ後も継続するのであれ
ば、本来のロータリー活動が遂行できるような
仕組みの検討は必要。
■ロータリー情報：国際ロータリーより抜粋
新型コロナウイルスによる影響について
Q: 新型コロナウイルスは、依然として世界中で
猛威をふるっています。ウイルスの拡散を阻止
するために、会員は何をすべきですか。
A: 会員は、マスク着用、人との距離、適切な衛
生習慣を推進する活動や、防護具を寄贈する活
動に引き続き参加すべきです。
　より重要なこととして、会員はマスクを着用
し、常に人との物理的距離を保つことで模範を
示すべきです。オンラインでシェアする写真に
は、そのような模範を示す写真を使いましょう。
また、ワクチンが利用可能となったら接種し、
その経験をソーシャルメディア等でシェアしま
しょう。 
クラブと地区の会合

Q: クラブと地区は引き続き会合を開催すべきで
しょうか。
A: 国際ロータリーは、地区およびロータリーク
ラブとローターアクトクラブが、会合やイベン
トをオンラインで行うか、中止または延期とす
ることを推奨しています。旅行や行事への参加
を検討する際には、健康面といった個人的事情
も慎重に考慮してください。
　オンラインでの会合の実施について各地のク
ラブが紹介するベストプラクティスをラーニン
グセンターからご覧いただけます。
ロータリー青少年交換
Q：ロータリー青少年交換は実施されますか。
A：【2021 年 3 月更新】理事会は、青少年交換
プログラムの安全な再開時期を見極めるため、
新型コロナウイルスの世界的流行による影響を
定期的にモニタリングしてきました。流行が継
続していることや、変異種の発生、疾病予防の
取り組みが世界において一貫性がないこと、ワ
クチンへのアクセスが不均等であることなどの
理由から、理事会は 2022 年 6 月末まで青少年
交換プログラムを一時停止することを決定しま
した。
Q：青少年交換の再開はいつになりますか。
A：安全ガイドラインに従ってリスクアセスメ
ントを実行したことを地区が証明すれば、長期
または短期の交換は 2022 年 7 月 1 日から再開
されます。
■次週の卓話
３／２　葛西　司様

（利他の㈱　ダスキンヘルスレント事業部長）　
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安　藤　公　一

福　村　　　正

五 十 嵐 　　 正

兵　藤　哲　夫

市　川　慎　二

平 子 智 章

北　澤　正　浩

増　田　嘉 一 郎

目  黒  惠  一

中 谷 逸 希

新　川　　　尚

二　宮　　　登

二　宮　麻 理 子

岡　田　　　隆

太　田　勝　典

佐　藤　真　吾

佐　藤　利　明

関　口　友　宏

宋                    謹      衣

田　川　富　男           

吉　原　則　光

内　田　　　敏

１１．．吉吉原原会会員員のの退退会会ににつついいてて

【【審審議議事事項項】】

22002211--2222年年度度　　横横浜浜旭旭ロローータタリリーーククララブブ
第第十十二二回回　　理理事事役役員員会会　　報報告告書書

日日時時　　　令和4年  1月26日（水）
　　　　例会終了後
場場所所　　　二俣川ライフ
　　　　コミュニティサロン

出出席席者者
北澤 正浩　安藤 公一　佐藤 真吾
田川 富男　新川　尚　 
欠欠席席者者
市川 慎二　目黒 恵一　宋 謹衣　

　　吉原会員の退会を承認する。

22002211--2222年年度度　　横横浜浜旭旭ロローータタリリーーククララブブ
第第十十三三回回　　理理事事役役員員会会　　報報告告書書

日日時時　　　令和4年 2月 2日（水） 出出席席者者

　　ロータリー在籍中の功績を鑑みて、名誉会員とする。

　　　　例会終了後 北澤 正浩　市川 慎二　安藤 公一　佐藤 真吾
場場所所　　　二俣川ライフ 宋 謹衣　田川 富男　新川　尚　　 
　　　　コミュニティサロン 欠欠席席者者

２．吉原名誉会員について

　　吉原名誉会員からの寄附への感謝として、感謝状を贈呈する。

目黒 恵一

【【審審議議事事項項】】

１．東谷 充氏より入会希望の申請があった

　　理事会は入会を認める。

横浜旭ロータリークラブ


